
私たちの町「日頃市」  

～ふるさとの復興の力になろう～ 

岩手県大船渡市立日頃市中学校 



日頃市中チャレンジプラン ２本の柱 

  ＜復興教育＞ 
 

 

 地域資源を生かした
復興へ取り組み 

 ・椿の里づくり 

 ・被災地スタディツアー 

 

 中学生がふるさとを元
気にするために活動
する 

 ・タオルハンガー 

 （恩送りプロジェクト） 

  ＜防災教育＞ 
 

 

 生き延びるための
力を身に付ける 

 ・防災キャンプ 

 ・小中合同避難訓練 

 

 教科や行事の中に
活動を取り入れる 

 （日常化を図る） 
 ・運動会種目に 

 ・理科・家庭科で 

 



 

非常時に生き抜く力を身に着ける 

 

教科や行事の中に活動を取り入れ
る （日常化を図る） 

大船渡市立日頃市中学校 



防災チャレンジキャンプ 
～学校で２４時間どうやって生き抜くか～ 

 

  



チーム分担 

•学年を「食」「住」「安全」の３チームに 

•チームで活動プランを検討（チャレンジプランのレガシーを参考
に） 

案の検討 

•学年案を代表者会議で検討 

•意見を入れ改善 

全体計画の 

作成 

•学年のプランをタイムテーブルにする 

•渉外・必要物品の準備を行う 

学校に普段ある物を活かす。積極的に外部人材を活用する 



・故郷の復興や自分の将来のためどう生きるか 

・人と関わりながら生き方を学び、人の役に立つ 

・知識や技術を身に付け、災害にそなえる 

 

釜石東中の取
り組みから学ぶ 

「助けられる人」   

    から 

 「助ける人へ」 



②大雨・防災ワークショップ 
 

・シミュレーションを取り入れ、大雨や土砂災害について学ぶ 

・与えられた条件、限られた情報の中、自分たちで避難経路や避
難のタイミング、避難場所を考える 

盛岡地方気象台 

防災気象官 三上さん 



大船渡消防署から 

消防士さんと救命救
急士 ３名の講師 

AEDを使った「心肺蘇生法」を体験 



柔道用の畳 

テントを教室の中に設置 

古いパン箱で炊飯 



災害に対する知識は、自分の命だけでなく周
りの人の命を救うことができると思うので積極
的に活用したい。 

普段から災害の時にどうするか話し合い準備
しておくことが大切だと気付いた。 

昨年の経験を活かして、自分たちで活動を計
画できたのでそれだけ責任を感じた。 

中学生の自分たちにもできることがあることを
知った。 



東
海
新
報 

 

 
 

 
8
月
26
日 



  防災合同会議 

台風・大雨災害への備え 

・中学校体育館への避難（１次） 
・より高台への避難（２次） 
・安全な避難経路 ・役割分担  



第１次避難場所「中学校体育館」 中学生が小学１，２年生の手を引いて避難 

見守ってくれた地域の方々と避難訓練に参加された老人ホームの皆さんに感謝 

第２次避難場所「藤原製作所」 特別養護老人ホー
ム「ひころいちの郷」
のみなさん 



岩手日報 9月2日 東海新報 9月2日 



東北大学災害科学研究所が開発 
岩手県内各社の協賛で、TV岩手が発行
県内の中学1年生に配布 

学校現場で授業にどのように活用するか？ 

開発者の東北大学、今村教授が中学生対象に 

       本校で授業（９月28日） 

TV岩手が映像をDVD化し、県内の
学校に配布、特別番組の製作 

 「11月25日 テレビ岩手で放映」 



大船渡市立日頃市中学校 

 



災害時に水を大切にし 

健康的な食事を整える 

にはどうするか？ 

水の節約の仕方 

栄養を考えた食事 

何を備蓄しておくか 



 応急担架をつくり、力を
合わせて負傷者を運ぶ 

 非常持ち出し袋とヘル
メット着用 

 障害物を乗り越え進む 
ペットボトル
で人間と同
じ重さに 



地域資源を生かした復興への取り
組み 

 

中学生がふるさとを元気にするた
めに活動する 

 

 
大船渡市立日頃市中学校 



奇跡の集落   
 「吉浜」 
吉浜中の生
徒が建てた
石碑も見学 

東京と仙台から来た中学生徒共に 
釜石「宝来館」のおかみさんから 

震災当時のお話を聞く 



宝
来
館
裏
山
へ
の
避
難
路 

 ①震災当時の孤立した状態を避難した方々で工夫して乗り越えたこと 

 ②震災からの復興のためにたくさんの方々の励ましや応援があったこと 

 ③あきらめないで生きることの大切さ、釜石・鵜住居の未来にかける想い 

 ④津波の恐ろしさを後世に伝えていくこと、普段からの備えの大切さ 
 



岩手日報 8月18日 



阪神淡路大震災をきっかけに、被災者支援活動に
取り組む指田さんの生き方を学びました。 

神戸のサンフラワーフレンズ２１
代表の「阿部 小夜子」さんから 

全校生徒にいただきました。 



東海新報 8月２２日 



 復興支援、励ましと感謝の気持ちをこめて 
  いただいた「恩」を次の人に伝える 

 

命の大切さ
を伝える 



「はるかのひまわり」
被災地

元気 笑顔



阪
神
淡
路
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ

た
「は
る
か
」さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
の

種
を
入
れ
た
タ
オ
ル
ハ
ン
ガ
ー
。 



去
年
は
被
災
地
熊
本
と
台
風
被

害
の
岩
泉
に
届
け
ま
し
た
。 

 



岩手日報 9月3日 



 大船渡市を元気にしたい 

 みんなが笑顔で暮らせる街にしたい 

 全校生徒で復興に貢献したい 

 ふるさと大船渡を自慢できる町にしたい 

 この町にみんなが住みたいと思うようにしたい 


